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本紙に使用の写真をご希望のかたに差し上げます。市議会事務局（�０７９７－３８－２００１）へお問い合わせください。

　南芦屋浜土地利用計画調査特別委員会（室井　明委員長）は、
平成１５年１月１０日（金）に南芦屋浜地区と総合公園の進捗状況並
びに、資金計画等の説明を受けました。
　南芦屋浜地区では、懸案となっているマリーナ事業について、
現事業者から新たにマリーナ事業を担当する事業者を追加したい
との申し出があり、協議を進めているとの説明がありました。ま
た、センター施設事業についても、複数の事業者から事業提案が
あり協議を進めているとのことで、事業が具体化してきました。

　総合公園事業では、新たに資金計画が示され、平成１４年度に一
部譲渡を受け、事業完了年度を１６年度から１５年度に前倒しするこ
となどで、当初計画から比べると総事業費で６１億円の縮減になる
ということです。
　説明を受けた後、現地視察を行い、本年４月から一部供用を開
始する人工海浜や親水中央公園、芦屋市総合公園の現状と、１月
に売り出しました第１期分譲住宅（定期借地権付分譲住宅）７５戸
のモデルハウスなどを視察しました。
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南芦屋浜地区の現地視察を実施しました
　人工海浜、総合公園の進捗状況、第１期分譲住宅などを視察

の
難
問
題
と
は
何
か
。
ま
た
、
打

出
図
書
館
存
続
方
法
は
何
か
。

　

神
戸
第
一
学
区
と
の

統
合
は
、
県
教
育
委
員

会
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
本
市

教
育
委
員
会
の
三
者
協
議
を
進
め

て
い
る
。
考
え
ら
れ
る
諸
問
題
は
、

本
市
の
高
校
普
通
科
の
選
択
、
本

市
と
神
戸
第
一
学
区
の
進
学
率
、

神
戸
第
一
学
区
に
あ
る
神
戸
市
立

　

市
長
は
行
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
文
化
施

設
を
休
館
す
る
方
向
性
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
一
度
消
え
た
文
化
の

灯
を
再
び
お
こ
す
こ
と
は
不
可
能

で
は
な
い
か
。
今
後
、
財
政
状
況

が
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
中
、
他
の
文
化
行
政

も
全
て
閉
鎖
、
中
止
の
方
向
で
い

く
の
か
、
市
長
の
基
本
姿
勢
を
示

　

文
化
行
政
は
、
行
政

の
重
要
な
柱
の
一
つ
と

認
識
し
て
い
る
が
、
現
下
の
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
文
化
行
政
も

含
め
行
政
改
革
を
進
め
、
効
率
的

な
行
政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
富
田
砕
花
旧
居
は
富
田

砕
花
顕
彰
会
な
ど
関
係
者
の
意
向

を
伺
い
、
休
館
も
含
め
て
検
討
し

て
い
る
。
図
書
館
打
出
分
室
は
、

地
域
説
明
会
で
分
室
存
続
の
強
い

要
望
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

協
力
し
た
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た

の
で
、
経
費
節
減
方
法
を
含
め
検

討
し
て
い
る
。

決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
計
画

は
、
新
た
に
九
項
目
を
追
加
、
十

四
項
目
の
内
容
を
見
直
し
、
本
年

八
月
か
ら
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
年
度
途
中
で
あ
り
達
成
額

は
ま
だ
出
て
い
な
い
。
今
後
、
目

標
額
を
達
成
で
き
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。
市
民
、
職
員

に
は
機
会
あ
る
ご
と
に
説
明
し
て

い
る
が
、
な
お
一
層
、
理
解
し
て

も
ら
う
よ
う
説
明
し
て
い
く
。

保
育
の
充
実
と 

自
動
車
文
庫
の
存
続
を

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

中
島　

健
一

　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
つ
か
み
、
児
童

健
全
育
成
計
画
に
沿
っ
た
方
向
で

の
事
業
推
進
を
早
期
に
実
現
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
待
機

児
童
の
根
本
的
な
解
消
も
、
そ
の

計
画
の
中
で
解
決
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
新
設
保
育
所
は
い
つ
に
な

る
の
か
。

　

自
動
車
文
庫
は
廃
止
の
方
向
だ

が
、
高
齢
者
の
施
設
や
保
育
所
を

巡
回
す
る
な
ど
、
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。
文
化
都
市
を
誇
る
芦
屋

市
が
廃
止
で
い
い
の
か
、
存
続
を
。

　

本
市
の
保
育
水
準
に

つ
い
て
は
、
保
育
士
の

配
置
や
給
食
業
務
な
ど
は
充
実
し

て
い
る
が
、
待
機
児
童
対
策
と
休

日
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
は
、
十

分
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

民
間
活
力
を
活
か
し
た
保
育
事
業

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後

計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
っ
た
段
階

で
、
関
係
者
の
意
見
も
聞
き
た
い
。

　

自
動
車
文
庫
は
こ
れ
ま
で
の
歴

史
的
な
背
景
と
経
緯
経
過
の
中
で
、

一
定
の
役
割
は
終
わ
っ
た
と
考
え
、

廃
止
す
る
方
向
で
あ
る
。

公光公園で公光公園で

行
政
改
革
実
施
計
画
（
Ｈ　
１４

〜　

年
度
）に
つ
い
て

１７
　
　
　

無
所
属　
　
　

松
木　

義
昭

　

芦
屋
市
は
こ
の
ま
ま

推
移
す
れ
ば
、
平
成
十

九
年
度
に
は
民
間
会
社
の
倒
産
に

あ
た
る
財
政
再
建
団
体
に
転
落
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
従
っ
て
再
建
団

体
へ
の
転
落
を
避
け
る
た
め
に
は

徹
底
し
た
行
政
改
革
を
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
一

部
市
民
か
ら
行
政
改
革
に
疑
問
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
行
政
改
革

に
は
市
民
の
協
力
が
不
可
欠
。
そ

こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
情

報
公
開
と
説
明
責
任
で
あ
る
が
、

市
は
こ
れ
に
つ
い
て
十
分
に
果
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

行
政
改
革
実
施
計
画

は
、
財
政
再
建
と
新
た

な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

行
財
政
改
革
推
進
本
部
で
協
議
し
、

公光公園で公光公園で

不
法
駐
輪
対
策
と 

Ｊ
Ｒ
福
祉
施
策
に
つ
い
て

　
　
　

無
所
属　
　
　

畑
中　

俊
彦

　

山
手
幹
線
事
業
の
推

進
に
伴
い
大
原
工
区
の

仮
駐
輪
場
は
撤
収
と
な
り
、
問
題

で
あ
る
駅
周
辺
の
不
法
駐
輪
が
さ

ら
に
大
き
な
問
題
と
な
る
。
ラ
ポ

ル
テ
北
館
駐
輪
場
を
無
料
で
開
放

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
不
法
駐

輪
・
仮
駐
輪
場
利
用
者
に
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
Ｊ
Ｒ
利
用
者
の
比

率
を
明
確
に
出
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

に
ユ
ー
ザ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
と

認
識
さ
せ
、
そ
の
対
策
を
市
が
引

き
受
け
る
代
わ
り
に
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋

駅
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
を
強

く
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅

北
側
の
駐
輪
対
策
の
一

環
と
し
て
、
山
手
幹
線
道
路
上
の

仮
設
自
転
車
駐
車
場
で
対
応
し
て

い
る
が
、
宮
川
か
ら
県
道
奥
山
精

道
線
間
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、

早
期
に
撤
去
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
ラ
ポ
ル
テ
北

館
に
あ
る
既
設
の
自
転
車
駐
車
場

の
改
良
改
修
な
ど
で
の
対
応
を
検

討
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
へ
の

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
は
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、

一
定
の
財
源
を
伴
う
の
で
、
現
状

で
は
困
難
で
あ
る
。

障
害
者
支
援
費
制
度 

高
齢
者
の
福
祉
対
策

　
　
　

清
政
ク
ラ
ブ　

来
田　
　

守

　

①
障
害
者
福
祉
が

「
措
置
制
度
」か
ら
契
約

に
よ
っ
て
利
用
す
る
支
援
費
制
度

に
変
わ
る
が
、
現
行
の
制
度
よ
り

後
退
し
な
い
か
。
ま
た
、
利
用
者

が
施
設
を
は
じ
め
施
策
を
十
分
に

選
択
で
き
る
の
か
。
②
盲
導
犬
の

役
割
、
施
設
同
伴
な
ど
、
市
民
に

理
解
と
協
力
を
得
る
よ
う
広
報
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
③
生
き
が
い

対
策
の
充
実
の
た
め
学
習
の
機
会
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
層

の
支
援
や
健
康
づ
く
り
対
策
の
充

実
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　

①
介
護
保
険
の
指
定

事
業
者
に
支
援
費
制
度

へ
の
参
加
を
促
進
す
る
な
ど
、
現

行
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
努
め
る
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

近
隣
の
施
設
の
情
報
提
供
に
努
め

る
。
②
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
で
啓

発
に
努
め
て
き
た
が
、
今
後
は
市

民
、
民
間
施
設
に
も
広
報
紙
で
啓

発
に
努
め
た
い
。
③
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
は
引
き
続
き
支
援

公光公園で公光公園で

し
て
い
く
。
老
人
健
康
診
査
は
受

診
率
を
高
め
る
た
め
、
個
別
に
問

診
表
を
送
付
し
、
受
診
者
の
受
診

結
果
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、
経
年
比

較
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

阪
神
電
鉄
打
出
駅
の 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

　
　
　

新
社
会
党　
　

前
田　

辰
一

　

市
内
の
電
鉄
各
社
の

駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
阪
神
電
鉄

打
出
駅
は
上
下
ホ
ー
ム
と
も
五
十

数
段
の
階
段
を
上
り
下
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
国
に
お

い
て
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
施

行
さ
れ
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の

移
動
円
滑
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

阪
神
電
鉄
で
は
順
次
高
架
化
が
進

め
ら
れ
、
駅
舎
の
改
善
が
図
ら
れ

て
い
る
が
、
計
画
予
定
の
な
い
芦

屋
区
間
・
打
出
駅
は
取
り
残
さ
れ

る
。
市
は
改
善
を
働
き
か
け
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

阪
神
電
鉄
打
出
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
は
、
阪
神
電
鉄
と
か
つ
て
話

し
合
い
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

駅
舎
の
構
造
上
の
問
題
が
あ
り
、

技
術
的
な
問
題
や
本
市
の
財
政
状

況
か
ら
す
る
と
、
現
時
点
で
は
困

難
で
あ
る
。

介
護
保
険
料
、
障
害
者 

支
援
費
制
度
の
負
担
軽
減
を

　
　
　

日
本
共
産
党　

田
中
恵
美
子

　

市
は
介
護
保
険
料
を

現
行
基
準
月
額
（
本
人

が
住
民
税
非
課
税
）
二
千
八
百
四

十
円
か
ら
三
千
三
百
円
に
一
六
㌫

も
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

負
担
増
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
介
護

保
険
会
計
の
積
立
金
一
億
円
を
繰

り
入
れ
、
保
険
料
を
軽
減
せ
よ
。

ヘ
ル
プ
利
用
料
の
低
所
得
者
軽
減

三
㌫
を
続
け
る
こ
と
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を
求
め
る
。

　

障
害
者
支
援
費
制
度
は
現
行
サ

ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ
ず
負
担
を
増

や
さ
な
い
こ
と
。
障
害
者
、
母
子

等
へ
の
福
祉
金
の
削
減
は
や
め
よ
。

　

介
護
保
険
料
及
び
利

用
料
の
負
担
軽
減
は
、

現
行
の
制
度
の
中
で
低
所
得
者
対

策
を
図
り
、
国
に
対
策
を
講
じ
る

よ
う
全
国
市
長
会
を
通
じ
要
望
し

て
い
く
。
施
設
整
備
は
、
民
間
活

力
を
導
入
し
て
入
所
希
望
の
多
い

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
は
じ
め
、

老
人
保
健
施
設
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
介
護
保
険
施
設
が
適
切
に
選

択
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
障

害
者
支
援
費
制
度
は
、
現
行
の
サ

ー
ビ
ス
が
後
退
し
な
い
よ
う
努
め

て
い
く
。
福
祉
金
は
行
政
改
革
で

見
直
し
の
対
象
と
し
て
い
る
。

総合公園で説明を受ける総合公園で説明を受ける
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子
育
て
と
教
育
の
条
件
整 

備
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

貞
雄

　

①
七
十
名
に
も
及
ぶ

保
育
所
入
所
待
ち
解
消

の
た
め
、
保
育
所
を
新
設
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

②
精
道
小
学
校
建
て
替
え
の
検
討

結
果
を
示
せ
。
ま
た
、
市
の
建
て

替
え
検
討
委
員
会
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
学
童
保
育
は
、
土
曜
開
級
や
時

間
延
長
な
ど
保
護
者
の
就
労
状
況

に
対
応
し
て
充
実
を
。

④
高
校
開
門
率
維
持
・
向
上
の
保

障
が
明
確
で
な
い
現
状
で
は
、
学

区
統
合
、
市
芦
高
廃
校
の
方
針
を

見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

①
民
間
活
力
導
入
等

で
入
所
定
員
を
増
や
す

な
ど
抜
本
的
な
方
策
を
検
討
し
て

い
る
。
②
平
成
十
七
年
度
か
ら
十

九
年
度
に
行
う
計
画
で
、
で
き
れ

ば
十
六
年
度
後
半
に
工
事
着
手
し

た
い
。
保
護
者
に
は
建
て
替
え
案

が
で
き
た
段
階
で
説
明
し
た
い
。

③
土
曜
開
級
な
ど
は
、
学
童
保
育

の
有
料
化
・
条
例
化
を
検
討
す
る

な
か
で
実
施
方
法
等
を
考
え
る
。

④
現
在
神
戸
第
一
学
区
と
の
統
合

に
向
け
最
大
限
の
努
力
を
し
て
お

り
、
市
芦
高
廃
校
の
方
針
の
見
直

し
は
し
な
い
。

一
　
般
　
質
　
問�

　
十
二
月
定
例
会
で
は
、
十
二
月
十
日

（
火
）、十
一
日（
水
）の
二
日
間
、十
三
人

の
議
員
が
市
政
に
関
す
る
三
十
六
項
目

の
内
容
に
つ
い
て
、
通
告
順
に
質
問
を

行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

…質問� …答弁�

公光公園で公光公園で

　

�
�
�
�
行
政
改
革 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

　文教公営企業常任委員会は、平成１４年１２月５日（木）に精道
小学校校舎建替え事業について、当局から説明を受けました。
　概要は、平成１４年度から基本設計（基本設計、敷地測量、建
物耐力度調査、騒音・大気調査、地質調査など）に入り、１５年
度で実施設計（実施設計、付帯調査、一部仮使用教室整備など）
を行う。建物工事は１７年度から１９年度にかけて行い、仮設校舎
を建てずに、既存の校舎を使用しながら順次建替えていく。２０
年度は運動場改修工事を行う。事業費は２０億円程度、財源は国

庫支出金や市債で充当し、残りを一般財源とする。当座の一般
財源を少なくするためできるだけ市債を発行したいというもの
でした。
　委員からは、精道幼稚園を精道小学校に併設し幼稚園跡地を
売却することなど財源の手だてを考えるべき、着工の時期を早
められないか、工事期間を短縮できないか、校舎のグレードを
落とさないようにしてほしいなどの意見が出ました。

文教公営企業常任委員会で当局説明
平成１７年度から精道小建替え工事開始

　

�
�
�
�
生
涯
学
習
・
汚
職
事
件 
�
�
�
�
�
� 

芦
屋
の 

教
育
行
政
に
つ
い
て

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

池
内
ひ
と
み

　

神
戸
第
一
学
区
の
統

合
に
向
け
て
、
県
教
委

と
協
議
に
入
っ
て
い
る
が
現
在
ど

の
よ
う
な
方
向
で
協
議
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。
学
力
向
上
の
た
め

に
は
学
習
時
間
の
確
保
と
子
供
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
指
導
体
制
が
必

要
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
子
供
の
学
力
調
査
を
実
施
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。
精
小
建
て

替
え
に
あ
た
り
学
校
の
安
全
性
と

危
機
管
理
に
対
す
る
対
策
を
児
童

や
保
護
者
に
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

本
市
教
委
は
、
県
教

委
、
神
戸
市
教
委
と
の

三
者
協
議
の
中
で
進
学
率
等
の
課

題
の
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
神
戸

第
一
学
区
と
の
統
合
を
目
指
し
て

い
る
。
学
力
向
上
へ
の
施
策
で
は
、

新
学
習
シ
ス
テ
ム
等
で
の
加
配
教

員
に
よ
る
少
人
数
指
導
等
を
活
用

し
、
き
め
細
か
な
指
導
を
実
施
し

て
い
る
。
学
力
調
査
は
教
育
課
程

実
施
状
況
調
査
の
結
果
発
表
を
待

っ
て
必
要
か
ど
う
か
を
含
め
考
え

る
。
精
道
小
学
校
の
安
全
性
に
つ

い
て
の
説
明
は
、
学
校
が
児
童
や

保
護
者
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
に 

素
早
い
対
応
を
迫
る

　
　
　

無
所
属　
　
　

長
谷　

基
弘

　

高
校
神
戸
第
一
学
区

の
統
合
問
題
や
打
出
図

書
館
の
閉
館
問
題
な
ど
市
教
委
の

対
応
の
悪
さ
、
情
報
公
開
の
遅
れ

か
ら
保
護
者
や
利
用
者
に
不
安
を

与
え
た
。
こ
れ
を
是
正
し
改
善
を

求
め
る
。
現
在
神
戸
・
芦
屋
・
県

で
三
者
協
議
が
統
合
を
前
提
に
や

っ
と
設
置
さ
れ
た
が
、
芦
屋
の
子

供
た
ち
だ
け
が
、
普
通
科
高
校
の

選
択
が
県
芦
だ
け
で
あ
る
の
は
不

平
等
で
あ
る
。
統
合
の
早
期
実
現

高
校
、
本
市
と
神
戸
市
で
の
進
路

指
導
の
違
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

図
書
館
打
出
分
室
の
閉
館
は
、
行

政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
地
元
に

説
明
、
理
解
を
求
め
て
い
る
。
地

元
の
意
向
を
踏
ま
え
、
最
少
の
経

費
で
運
営
す
る
方
法
は
な
い
か
と

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

広
義
の
性
教
育
及
び 

関
連
す
る
事
柄
に
つ
い
て

　
　
　

英
明
ク
ラ
ブ　

山
田
み
ち
子

　

①
体
系
的
性
教
育
の

必
要
性
を
認
識
し
て
い

る
か
。
②
性
教
育
の
副
読
本
「
ラ

ブ
ア
ン
ド
ボ
デ
ィ
ブ
ッ
ク
」
を
ど

の
よ
う
に
配
布
し
、
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
た
か
。
③
ピ
ン
ク
チ
ラ

シ
の
苦
情
が
多
い
。
県
条
例
の
改

正
の
動
き
も
あ
る
が
、
芦
屋
市
と

し
て
の
対
策
は
ど
う
か
。
ま
た
、

生
活
安
全
条
例
で
対
応
は
で
き
な

い
の
か
。
④
三
歳
か
ら
の
性
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
芦
屋

市
で
考
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　

①
各
学
年
ご
と
に
系

統
だ
て
て
指
導
し
て
い

る
。
②
三
中
学
校
の
う
ち
一
校
が

保
健
体
育
の
時
間
お
よ
び
学
級
会

活
動
時
に
、
配
布
し
指
導
し
た
。

他
の
二
校
は
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
の
指
導
が
あ
り
、
配
布
を
見
合

わ
せ
た
。
③
市
と
し
て
は
、
県
の

「
公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る

暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関

す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
を
待
ち
、

芦
屋
市
生
活
安
全
推
進
連
絡
会
の

構
成
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

対
応
し
て
い
く
。
生
活
安
全
条
例

で
取
り
締
ま
る
の
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
④
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

生
涯
学
習（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
）

の
充
実
に
つ
い
て

　
　
　

清
政
ク
ラ
ブ　

室
井　
　

明

　

兵
庫
県
が
提
唱
す
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
二
十

一
構
想
の
、
住
民
が
健
康
で
楽
し

く
暮
ら
せ
る
社
会
を
構
築
す
る
ス

ポ
ー
ツ
フ
ォ
ア
オ
ー
ル
計
画
に
ス

ポ
ー
ツ
フ
ォ
ア
エ
ブ
リ
ワ
ン
計
画

が
加
わ
っ
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
基
盤
と
し
て
の
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い

る
が
、
選
手
強
化
、
指
導
者
の
育

成
、
施
設
の
有
効
利
用
な
ど
、
体

育
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
運
営

し
な
い
と
、
こ
の
体
制
を
存
続
さ

せ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

県
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
二
十
一
ひ
ょ
う

ご
」
推
進
事
業
に
基
づ
き
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
、
地
域
に
根

ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
展
開
し

て
い
る
が
、
活
動
の
活
性
化
に
伴

い
指
導
者
の
確
保
、
活
動
場
所
の

確
保
な
ど
、
種
々
課
題
が
生
じ
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
運
営
に公光公園で公光公園で

関
わ
る
当
面
の
課
題
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
二

十
一
ひ
ょ
う
ご
芦
屋
市
推
進
委
員

会
」
の
中
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
可
能
な
限
り
支
援
を

し
て
い
く
。

市
長
は
汚
職
事
件
で
積
み 

残
し
た
問
題
を
解
決
せ
よ

　
　
　

新
社
会
党　
　

山
口
み
さ
え

　

前
助
役
収
賄
事
件
の

公
判
で
明
ら
か
に
な
っ

た
組
織
的
犯
罪
の
事
実
が
記
さ
れ

た
裁
判
記
録（
検
察
調
書
も
含
む
）

や
問
題
点
が
、
い
ま
だ
に
市
民
に

明
ら
か
に
さ
れ
な
い
が
、
ど
ん
な

に
遅
く
と
も
三
月
議
会
の
総
括
質

問
ま
で
に
は
事
実
確
認
を
し
、
市

長
の
責
任
で
こ
の
事
件
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
せ
よ
。
ま
た
前
助
役

が
こ
の
事
件
で
明
ら
か
に
し
た
す

べ
て
の
こ
と
を
、
市
長
の
責
任
で

当
事
者
か
ら
聴
き
取
る
必
要
が
あ

る
が
、
そ
れ
も
し
な
い
ま
ま
で
市

長
は
任
期
を
終
わ
れ
る
の
か
。

　

公
判
記
録
に
つ
い
て

は
、
市
の
顧
問
弁
護
士

に
三
つ
の
事
件
に
関
係
す
る
刑
事

事
件
確
定
記
録
の
閲
覧
謄
写
を
依

頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
談

合
問
題
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
範

囲
で
調
査
し
た
が
、
そ
の
事
実
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
富
田
前
助

役
に
は
事
実
確
認
の
た
め
来
庁
を

お
願
い
し
た
が
、
協
力
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。
先
方
の
弁
護
士
か

ら
「
出
頭
す
る
義
務
は
な
い
」
と

の
答
が
あ
り
、
行
政
の
権
限
で
来

て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

今
後
の
文
化
行
政
の
あ
り 

方
に
つ
い
て

　
　
　

英
明
ク
ラ
ブ　

灘
井　

義
弘

し
て
ほ
し
い
。
富
田
砕
花
旧
居
や

図
書
館
打
出
分
室
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
、
市
民
の
協
力
を
得
て
継
続

的
に
利
用
で
き
る
方
向
を
探
れ
な

い
か
。

公光公園で公光公園で

芦屋市のホームページ
市議会コーナーを刷新

　市のホームページに市議会コーナーを設けました。
これまでは、ホームページの中の窓口案内の一部に
掲載していましたが、今回から市議会のコーナーを
開設しました。議員名簿から、本会議の流れ、傍聴、
請願書の提出方法まで掲載しています。
　また、定例会（毎年３月、６月、９月、１２月に開
催）の会議予定を、概ね１ヵ月前ぐらいから掲載し
ますので、ご活用ください。
http : / /www. city. ashiya . hyogo . jp/ gikai/index . html


